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Outline
当社グループの営業の概況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、コロナ
禍からの社会活動の回復が進み、個人消費を中心に持ち直し
の動きが見られる一方、資源・エネルギー価格高騰の長期化や
急激な円安の進行など、先行きは依然として不透明な状況と
なっております。
　住宅市場におきましては、資材の価格高騰や供給不足による
影響はあるものの、住宅着工やリフォーム需要は底堅く推移い
たしました。
　このような事業環境の下、当社グループは、資材価格の高騰
への対応策として、商品価格の改定や販売諸経費の抑制、合理
化投資による生産性向上の推進など、収益改善への取組みに
注力してまいりました。

本社社屋

代表取締役社長
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業績の概要（連結） （単位：百万円）

　商品面での取組みとしましては、中高級シリーズのシステムバス「グランスパ」を８月に新発売いたしました。浴槽や洗い場、
カラー天井などの組み合わせを自由に選べるほか、機能商品のオプションを多数ご用意しており、お客さまの暮らしに合わせ
た理想の浴室空間をカスタマイズして頂けます。
　ショールーム展開につきましては、東京都の「墨田ショールーム」を業界唯一のマンションリフォーム特化型ショールームへ
全面リニューアルし、首都圏におけるリフォーム需要の掘り起こしに努めてまいりました。また、広島県の「福山ショールーム」
や群馬県の「太田ショールーム」を全面リニューアルするなど、地域密着営業の強化を行ってまいりました。
　以上の諸施策の推進により、売上高は順調に推移したものの、資材価格高騰の影響が大きく、当第２四半期連結累計期間に
おける業績は、売上高1,100億９千６百万円（前年同四半期比8.4％増）、営業利益60億８千６百万円（同21.1％減）、経常利
益63億９千万円（同19.9％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益41億５千万円（同23.5％減）となりました。
　株主の皆さまにおかれましては、今後とも一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
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売上高
110,096 百万円

（前年同四半期比 8.4％増）

製
品
部
門
別
売
上
高

洗面化粧台
12,349百万円（前年同四半期比10.9％増）

浴室
26,242百万円（前年同四半期比10.3％増）

その他
5,701百万円（前年同四半期比0.9％増）

製品部門別売上高 （2022年4月1日〜2022年9月30日）

2023年3月期第2四半期 製品部門別売上高

キッチン
65,802百万円（前年同四半期比7.8％増）

その他

洗面化粧台

浴室
キッチン
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　前連結会計年度末と比べ13億4千8百万円増加し、2,781億8千７百万円となりました。主な増加は、売掛金39億2千
3百万円、棚卸資産37億3千9百万円、電子記録債権18億5千4百万円であり、主な減少は、現金及び預金95億7千8百万
円であります。

資産

　負債は、主に流動負債の増加により、前連結会計年度末と比べ19億9千8百万円増加し、974億2千1百万円となりました。
　純資産は、前連結会計年度末と比べ6億4千9百万円減少し、1,807億6千5百万円となりました。主な減少は、自己株
式の取得28億7千3百万円、剰余金の配当23億4千万円であり、主な増加は、親会社株主に帰属する四半期純利益41億
5千万円であります。

負債／
純資産

　当第2四半期連結累計期間における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ95億7千8百万円減少し、790
億2千9百万円となりました。

キャッシュ・
フロー

ポイント

1

ポイント

2

ポイント

3

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,244 △5,565△6,810
現金及び現金同等物の増減額 3,748 △13,326△9,578

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,746 △7,036710
投資活動によるキャッシュ・フロー △2,753 △724△3,478

現金及び現金同等物の四半期末残高 78,468 56179,029

2022年3月期第2四半期 増減2023年3月期第2四半期
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連結貸借対照表の概要 （単位：百万円）

連結キャッシュ・フロー計算書の概要 （単位：百万円）
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大都市圏を中心に営業力強化の効果もあり、新築向け、リフォーム向けとも好調に推移し過去
最高の売上高となりました。売上高

比較的利益率の高いリフォーム向けが伸び、また経費抑制の取組みが効果をあげたものの、資
材価格の高騰やエネルギー価格の上昇により減益となりました。営業利益
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連結損益計算書の概要 （単位：百万円）
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所有者別状況

会
社
の
概
要
／
株
式
の
状
況

支社・支店：全国41カ所

営 業 所： 114カ所

工 　 場： 15カ所

関係会社： 2社

事業所 ショールーム／全国167カ所
北 海 道： 8カ所

東 　 北：18カ所

関 　 東：42カ所

中 　 部：31カ所

近 　 畿：22カ所

中 　 国：15カ所

四 　 国： 9カ所

九 　 州：22カ所

設 立 1912年5月30日

資 本 金 263億5千6百万円

本 社 大阪市城東区鴫野東1丁目2番1号

従 業 員 数 6,455名（連結）

キッチン
ホーローシステムキッチン、木製システムキッチン、
コンパクトキッチン、キッチンセット、
ホーロークリーンキッチンパネル、加熱機器、
レンジフード、各種収納機器、その他厨房機器

浴 室 システムバス、シャワーユニット、シャワー＆トイレユニット、 
鋳物ホーロー浴槽、カラーステンレス浴槽、付属品

洗 面
化 粧 台

ホーロー洗面化粧台、木製洗面化粧台、洗面収納ユニット、
コンパクト手洗い、ホーロークリーン洗面パネル

そ の 他

住宅用トイレ、ホーロークリーントイレパネル、
手洗器、各種収納機器

電気温水器、エコキュート、石油およびガス給湯器

その他の住宅設備機器、ホーロー壁装材、金型、フリット、
薄板鋼板ホーロー

主要営業品目

発 行 可 能 株 式 総 数 150,000,000株

発 行 済 株 式 の 総 数 73,937,194株
（自己株式2,979,756株を含む）

株 主 数 8,111名

株主名 持株数 持株比率

タ カ ラ ス タ ン ダ ー ド 持 株 会 11,557 千株 16.29 ％

タカラベルモントアセットマネジメント株式会社 6,500 9.16

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 5,495 7.74

タカラスタンダ ード社 員 持 株 会 4,006 5.65

株式会社日本カストディ銀行（信託口） 3,296 4.65

株 式 会 社 横 浜 銀 行 2,723 3.84

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 2,118 2.98

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 2,045 2.88

株 式 会 社 常 陽 銀 行 1,620 2.28

明 治 安 田 生 命 保 険 相 互 会 社 1,237 1.74

大株主

お近くのショールームはホームページでご確認ください。 https://www.takara-standard.co.jp/

会社の概要

株式の状況

（2022年9月30日現在）

（2022年9月30日現在）

※グラフは株式数比率で表示しております。

（注） 当社は自己株式2,979千株を保有しておりますが、上記の大株主（上位10
名）の中には含めておりません。持株比率は自己株式を控除して計算してお
ります。

個人・その他
7,340名
22,477,783株
30.40％

自己名義株式
1名
2,979,756株
4.03％

金融機関
30名
24,300,958株
32.87％

外国人
170名
8,357,138株
11.30％

その他国内法人
538名
15,236,364株
20.61％

証券会社
32名
585,195株
0.79％
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110 周年を記念したさまざまな取り組みをご紹介します。

共に誕生110年を迎える通天閣にエマ
ウォールを寄贈しました。

イメージキャラクターの皆さんと社員のこだわりの水回りや、理想
の水回りをHPで公開しています。

本社1階エントランスをリニューアル。最新
のホーロー技術を展示しています。

「よしもと住みます芸人」が当社ショールームを訪問した動画を公開
しています。

 NPO法人全国こども食堂支援センター・
むすびえを通じて、こども食堂への寄付を
行いました。

タカラスタンダードは2022年5月30日に創業110周年を迎えました
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デザインや素材、オプション機能などを幅広
い選択肢の中からお選びいただける中高級
シリーズのシステムバス「グランスパ」を、8 
月29日に発売しました。多様化するニーズ
にお応えして、浴槽や洗い場、カラー天井な
どの組み合わせをご自由にお選びいただけ
る他、機能商品のオプションを多数ご用意。
癒やし、美容、デザイン、お手入れなど、ユー
ザーの皆さまそれぞれの暮らしに合わせた
浴室を作り上げていただけます。

“毎日をちょっと特別に。家族みんなでおうちスパ”8月29日発売！

半身浴の際にお薦めの「肩包み湯」

上質な癒やし空間を演出する「ラグジュアリーミラー」

システムバス
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全国各地のショールームをリニューアルオープン

TBS系ドラマ「ユニコーンに乗って」の演出に製品が採用

マンションリフォーム専用「東京MRe.墨田ショールーム」をはじめ、見て、触れて、体感して、より良い生活空間を思い描きながら商品をお選
びいただけるよう、各ショールームで地域の特性を打ち出しながら、さまざまなライフスタイルを表現した展示を充実させています。

5月14日（土）、首都圏でのリフォーム売り上げ拡大のため、東京都・墨田ショー
ルームを業界唯一のマンションリフォーム特化型ショールームとしてリニューア
ルオープン。また、それに合わせて2階にマンションリフォーム特有の現場を再
現し、リフォーム前の現場調査方法や納まり知識の習得ができる、得意先さま向
けの研修施設を新設しました。

木製システムキッチン「リフィッ
ト」が、TBS系ドラマ「ユニコー
ンに乗って」の劇中で永野芽
郁さん演じるスタートアップ企
業のCEO・成川佐奈の自宅の
セットとして採用されました。

福山ショールーム

独立型キッチンを対面キッチンへ
リフォームしたキッチンの展示

現場調査のポイントが分かるよう
浴室現場の構造を再現

太田ショールーム

東京都・墨田区のショールームが
業界唯一のマンションリフォーム特化型拠点に
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「ホーロー×アート」プロジェクト発表

ホーロー内装材「エマウォール インテリアタイプ」に新商品発売！

ホーローの認知度と可能性をさらに高めるとともに、アーティスト支援による社会貢献活動を目的とした「ホーロー×アートプロジェクト」を
8月24日に発表しました。第1弾としてコラボレーションした大阪出身の現代美術作家／壁画アーティスト川田知志氏をお呼びし、フレスコ
画とホーローパネルの新技術を融合させて制作した約3ｍ×約3ｍのアートホーローをお披露目しました。

抗菌・抗ウイルス仕様を発売。不特定多数の方が利用するオフィス
や商業施設などの非住宅施設に最適です。

グラフィックデザイナー近藤順氏（株式会社シャラクシー）をデザ
イナーとして起用し、新柄を9月1日に発売しました。

第1弾のコラボレーション作品

プロジェクト発足の経緯と想いを語る 
当社代表取締役社長・渡辺岳夫

川田氏による「櫛引」のデモンストレーション



株式事務の取扱い
1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

事 業 年 度

定 時 株 主 総 会

単 元 株 式 数

期末配当金受領株主確定日
中間配当金受領株主確定日

株 主 名 簿 管 理 人
同 事 務 取 扱 場 所

（ 各 種 お 問 い 合 わ せ ）

公 告 方 法

上 場 証 券 取 引 所

毎年4月1日から翌年3月31日まで

6月下旬

100株

3月31日
9月30日

みずほ信託銀行株式会社
東京都千代田区丸の内一丁目3番3号　みずほ信託銀行株式会社 本店証券代行部

⃝証券会社に口座をお持ちの場合

郵便物送付先
電話お問い合わせ先　　　お取引の証券会社等になります。
お取扱店
ご注意　�未払配当金の支払、支払明細発行については、下記の「特別口座の場合」の郵便物送付先・�

電話お問い合わせ先・お取扱店をご利用ください。

⃝特別口座の場合

郵便物送付先　　　　　　〒168-8507 東京都杉並区和泉二丁目8番4号
電話お問い合わせ先　　　 フリーダイヤル 0120-288-324 

（土・日・祝日を除く　9：00〜17：00）
お取扱店　　　　　　　 　みずほ信託銀行株式会社　本店および全国各支店
ご注意　単元未満の買取・買増以外の株式売買はできません。
　　　　電子化前に名義書換を失念してお手元に他人名義の株券がある場合は至急ご連絡ください。

⃝電子提供制度について

お取引の証券会社または下記みずほ信託銀行の専用ダイヤルへお問い合わせください。
電子提供制度専用ダイヤル　0120-524-324（土・日・祝日を除く　9：00〜17：00）　　

当社ホームページに掲載
＜https://www.takara-standard.co.jp/＞
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をすることが
できない場合は、日本経済新聞に掲載します。

東京証券取引所


